
ヴ
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ト
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ム
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行
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末
永
國
紀
）

【
研
究
ノ
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ヴ
ェ
ト
ナ
ム
紀
行

 

末　

永　

國　

紀　
　

　
　
　
　
　
　
　

は　

じ　

め　

に

　

二
〇
〇
九
年
二
月
二
五
日
、
関
西
国
際
空
港
発
の
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
航
空
九
四
一
便
で
初
め
て
の
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
（V

ietnam

、
漢
名
は
越
南
）

へ
の
旅
に
出
か
け
た
。
一
週
間
を
か
け
て
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
古
今
の
日
本
人
の
経
済
活
動
を
調
査
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
。

以
下
は
、
ホ
イ
ア
ン
（H

oian

）
に
残
る
日
本
人
に
関
係
し
た
遺
跡
の
報
告
と
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
社
会
の
現
状
と
展
望
に
つ
い
て
の
走
り
書
き

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

一　

ホ
イ
ア
ン
の
遺
跡

　

朱
印
船
貿
易
時
代
に
安
南
と
呼
ば
れ
た
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
中
部
の
、古
名
を
フ
ェ
フ
ォ
（Faifo

）
と
い
っ
た
現
在
の
ホ
イ
ア
ン
（
写
真
①
）
に
は
、

交
易
に
従
事
し
た
西
村
太
郎
右
衛
門
と
名
乗
る
近
江
八
幡
出
身
の
商
人
が
居
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
訪
問
の
直
接
の
契
機

は
、
日
頃
か
ら
太
郎
右
衛
門
の
事
績
を
近
江
商
人
の
広
域
志
向
性
の
一
つ
の
表
れ
と
し
て
考
え
て
い
た
の
で
、
ホ
イ
ア
ン
に
残
る
日
本
人

の
遺
跡
を
実
見
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

三
九　
（
六
五
八
）
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太
郎
右
衛
門
の
事
績
に
つ
い
て
確
か
に
分
か
っ
て
い
る
の
は
、
鎖
国
令
後
の
正
保
四
年
（
一
六
四
七
）
に
長
崎
に
入
港
し
よ
う
と
し
て

上
陸
を
差
し
止
め
ら
れ
、
望
郷
の
想
い
を
込
め
て
故
郷
の
日ひ

む

れ
牟
礼
八
幡
宮
へ
奉
納
し
た
と
い
う
貿
易
船
の
船
絵
馬
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。

同
八
幡
宮
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
駒
形
に
額
装
さ
れ
た
そ
の
大
き
さ
は
、
最
大
で
縦
八
六
セ
ン
チ
、
横
一
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
（
写
真
②
）。
額

面
に
は
次
の
三
三
文
字
が
墨
書
さ
れ
て
い
る
（
１
）。

　
　

奉
掛
御
寶
前　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
南
國
居
住
、
西
村
太
郎
右
衛
門

　
　
　
　
　
　

正
保
四
年
丁
亥
三
月
吉
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菱
川
孫
兵
衛

　

近
江
八
幡
に
は
、
西
村
太
郎
右
衛
門
と
同
じ
時
代
に
海
外
へ
発
展
し
た
商
人
と
し
て
、
近
江
八
幡
仲す

あ
い屋
町
に
岡
地
勘
兵
衛
家
の
口
碑
が

残
る
（
２
）。
そ
の
家
伝
に
よ
れ
ば
岡
地
家
の
先
祖
は
、暹シ
ャ
ム羅

（
現
、タ
イ
国
）
へ
通
商
し
て
、暹
羅
染
め
と
い
う
更
紗
の
技
法
を
習
得
し
た
と
い
う
。

現
に
子
孫
は
、
代
々
暹
羅
屋
勘
兵
衛
を
称
し
、
暹
羅
染
め
と
い
う
染
布
業
を
営
ん
で
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

　

ま
た
、
西
村
太
郎
右
衛
門
と
同
時
期
に
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
ホ
イ
ア
ン
で
活
動
し
た
商
人
と
し
て
は
、
角か

ど
や屋
七
郎
兵
衛
が
い
る
。
以
下
、
神

宮
徴
古
館
所
蔵
の
角
屋
七
郎
兵
衛
文
書
と
川
島
元
治
郎
『
朱
印
船
貿
易
史
』
に
よ
っ
て
、
七
郎
兵
衛
の
事
績
を
略
述
し
て
お
こ
う
。

　

七
郎
兵
衛
は
、
徳
川
家
康
と
深
い
関
係
に
あ
っ
た
伊
勢
国
渡
会
郡
大
湊
で
廻
船
業
を
営
む
角
屋
の
出
身
で
あ
り
、
七
郎
次
郎
忠
栄
の
三

人
の
男
児
の
う
ち
の
次
男
と
し
て
慶
長
一
五
年
（
一
六
一
〇
）
三
月
一
七
日
に
出
生
し
た
。
七
郎
兵
衛
は
安
南
国
交こ
ー
ち趾
に
渡
航
す
る
貿
易

家
で
あ
っ
た
が
、
寛
永
八
年
（
一
六
三
一
）
頃
に
フ
ェ
フ
ォ
に
移
住
し
て
朱
印
船
に
積
載
す
る
同
国
の
物
産
の
仕
入
れ
に
あ
た
っ
た
。
日

本
人
の
渡
航
や
帰
国
を
禁
じ
た
寛
永
一
二
年
の
鎖
国
令
に
よ
り
、
日
本
の
兄
弟
と
の
通
信
通
交
を
絶
た
れ
た
七
郎
兵
衛
は
、
安
南
国
王

四
〇　
（
六
五
七
）
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末
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紀
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の
一
族
で
あ
る
阮
氏
の
娘
を
妻
に
迎
え
、
順
官
と
名
付
け
た
一
男
を
挙
げ
た
。
寛
文
年
間
に
幕
府
が
海
外
居
住
者
の
日
本
へ
の
通
信
を
許

可
し
た
結
果
、
七
郎
兵
衛
が
兄
弟
宛
に
出
し
た
書
簡
数
通
が
現
存
し
て
い
る
（
写
真
③（

３
））。

書
簡
に
よ
っ
て
、
物
品
の
遣
り
取
り
が
あ
り
、

そ
れ
は
中
国
船
を
通
し
て
行
わ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
七
郎
兵
衛
は
、
フ
ェ
フ
ォ
に
角
屋
の
本
姓
で
あ
る
松
本
を
冠
し
た
「
松
本
寺
」
を

建
立
し
、
梵
鐘
と
扁
額
を
故
国
に
発
注
し
て
い
る
（
写
真
④
、
写
真
⑤
）。
七
郎
兵
衛
が
同
地
で
没
し
た
の
は
、
寛
文
一
二
年
（
一
六
七
二
）

正
月
九
日
。
享
年
六
三
。

　

七
郎
兵
衛
の
建
立
し
た
「
松
本
寺
」
の
所
在
地
を
記
し
た
、文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
の
角
屋
七
郎
兵
衛
文
書
の
写
本
を
含
む
『
安
南
記
』

に
よ
れ
ば
、「
松
本
寺
」
の
位
置
と
扁
額
は
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
（
写
真
⑥（

４
））。

　
　
　
　
　
　

川
上
也

　
　
　
　
　
　
　

西　

唐
人
町

　　

南　

川　
　
　
　
　

寺
但
し
南
向
キ
也　
　
　
　
　
　

北
は
安
南
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

此
寺
ニ
か
ゝ
り
申
額
ニ
侯

　
　
　
　
　
　

川
下
也

　
　
　
　
　
　
　

東　

日
本
町

　
　

板
ノ
色
ハ
紺
青
ニ
テ
惣
地
也
、
文
字
ハ
金
文
字
也
、
但
し
於
き
字

　
　
　

但
し
寺
ハ
南
向
御
座
侯
、
う
し
ろ
ハ
北
也

四
一　
（
六
五
六
）
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寺
の
前
ニ
も
川
御
座
侯

　

右
に
よ
れ
ば
、
寺
の
東
側
は
日
本
町
で
あ
り
、
そ
れ
は
川
下
に
あ
た
り
、
西
側
に
は
唐
人
町
が
あ
る
。
寺
の
北
側
は
安
南
町
で
あ
り
、

南
に
は
川
が
あ
る
と
い
う
。
さ
ら
に
、
寺
は
南
向
で
あ
り
、
う
し
ろ
は
北
、
寺
の
前
に
も
川
が
あ
る
と
い
う
。

　

こ
の
説
明
か
ら
す
る
と
、「
松
本
寺
」
は
現
在
の
「
日
本
橋
」
と
称
さ
れ
る
橋
そ
の
も
の
の
位
置
に
な
る
（
写
真
⑦
）。「
日
本
橋
」
に
東

側
か
ら
通
じ
て
い
る
チ
ャ
ン
フ
ー
通
り
（Tran P

hu Street

）
は
、
昭
和
初
年
に
お
い
て
も
日
本
橋
通
り
（R

ue de Pont Japanais

）
と
呼
ば

れ
て
い
た
の
で
あ
る
（
５
）。
こ
の
通
り
の
南
側
を
西
か
ら
東
に
ト
ゥ
ー
ボ
ン
川
（T

hu B
on R

iver

）
が
流
れ
て
い
る
。
こ
の
川
に
、
北
か
ら
流

れ
込
ん
で
い
る
小
流
に
架
か
る
屋
根
を
葺
い
た
長
さ
二
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
橋
が
「
日
本
橋
」
で
あ
る
。「
日
本
橋
」
の
内
部
に
は
南
面

し
て
小
さ
な
寺
が
内
包
さ
れ
て
い
る
が
、
現
存
の
寺
は
改
装
さ
れ
て
中
国
風
の
寺
そ
の
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
現
地
に
お
い
て
七
郎
兵
衛
の
事
績
を
探
る
と
、
ホ
イ
ア
ン
の
北
方
二
〇
キ
ロ
の
地
点
に
あ
る
木
山
、
火
山
、
土
山
、
金
山
、
水

山
と
い
う
五
つ
の
岩
峰
か
ら
な
る
五
行
山
の
う
ち
の
、
水
山
の
洞
窟
内
に
寺
院
が
あ
り
、
寺
院
建
立
の
寄
付
者
名
簿
が
磨
崖
の
碑
に
刻
ま

れ
て
い
る
。
碑
が
建
て
ら
れ
た
の
は
一
六
四
〇
年
と
推
定
さ
れ
、
そ
の
な
か
の
一
〇
人
の
日
本
人
名
の
一
つ
に
七
郎
兵
衛
の
名
前
が
次
の

よ
う
に
彫
ら
れ
て
い
る
と
い
う
（
６
）。

　
　

日
本
菅
七
郎
兵
衛
阮
氏
慈
号
妙
泰　

供
残
二
十
一
其
買
田

　

フ
ェ
フ
ォ
で
日
本
町
を
構
成
し
て
い
た
日
本
人
は
、
朱
印
船
交
易
上
に
お
い
て
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
彼
ら
は
現

地
の
雇
人
を
農
村
に
派
遣
し
て
朱
印
船
の
も
た
ら
し
た
銅
銭
に
よ
る
前
貸
し
金
融
に
よ
っ
て
生
糸
を
買
付
け
、
そ
れ
を
朱
印
船
来
航
時
に

四
二　
（
六
五
五
）
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積
荷
と
し
て
受
け
渡
す
役
割
が
あ
っ
た
（
７
）。

　

名
古
屋
の
情
妙
寺
に
は
、
そ
の
様
子
を
描
い
た
『
茶
屋
新
六
交
趾
国
貿
易
渡
海
図
』
が
伝
来
し
て
い
る
。
そ
の
図
会
に
よ
れ
ば
、「
日

本
町
、
両
端
三
丁
餘
」
と
記
さ
れ
、
船
着
場
に
立
ち
並
ぶ
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
余
の
建
物
列
に
は
二
階
屋
も
描
か
れ
て
い
る
（
写
真
⑧（

８
））。

　

鎖
国
以
後
、
日
本
人
の
居
住
者
は
減
少
し
、
フ
ェ
フ
ォ
在
住
の
平
野
屋
谷
村
四
郎
兵
衛
か
ら
延
宝
四
年
（
一
六
七
六
）
に
伊
勢
の
角
屋

に
送
ら
れ
た
手
紙
に
よ
る
と
、
日
本
人
の
生
存
者
は
わ
ず
か
に
二
人
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
（
９
）。
当
然
、
死
亡
し
た
日
本
人
の
墓
は
ホ

イ
ア
ン
と
そ
の
郊
外
に
建
て
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
現
存
し
て
所
在
が
明
白
な
の
は
二
基
の
み
で
あ
る
。

　

二
月
二
七
日
に
、
そ
の
な
か
の
一
基
で
あ
る
、
ホ
イ
ア
ン
郊
外
の
谷
弥
次
郎
兵
衛
の
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
墓
を
訪
れ
た
。
ホ
テ
ル
に

仕
立
て
て
も
ら
っ
た
ワ
ゴ
ン
車
に
乗
り
、
ホ
テ
ル
マ
ン
が
道
案
内
に
同
行
し
て
く
れ
た
。
場
所
は
、
チ
ャ
ウ
ェ
村
（Tea Q

ue V
illage

）
の

水
田
の
ま
っ
た
だ
中
で
あ
る
。
こ
の
付
近
は
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
時
に
韓
国
軍
が
布
陣
し
、
暴
虐
な
戦
闘
が
行
わ
れ
、
村
民
は
大
き
な
被
害

を
受
け
た
地
区
で
あ
る
。

　

道
路
端
に
車
を
停
め
て
水
路
に
沿
っ
て
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
農
道
を
歩
い
た
（
写
真
⑨
）。
自
転
車
で
や
っ
て
来
た
現
地
の
農
民
ら
し

き
二
人
の
中
年
男
性
が
、
墓
所
で
手
持
ち
無
沙
汰
の
恰
好
で
待
ち
構
え
て
い
た
。
埋
葬
者
に
つ
い
て
の
説
明
文
が
大
理
石
に
刻
ま
れ
て
い

た
。
そ
の
碑
文
に
は
、
次
の
よ
う
な
翻
訳
調
の
日
本
文
が
横
書
き
に
書
か
れ
て
い
た
。「
一
六
四
七
年
日
本
の
貿
易
商
人
谷
弥
次
郎
兵
衛

こ
こ
に
眠
る
。
言
い
伝
え
に
よ
れ
ば
、
彼
は
江
戸
幕
府
の
外
国
貿
易
禁
止
令
に
従
っ
て
日
本
に
帰
国
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
彼
は
ホ
イ

ア
ン
の
恋
人
に
会
い
た
く
て
ホ
イ
ア
ン
に
戻
ろ
う
と
し
て
倒
れ
た
。
こ
の
彼
の
墓
は
母
国
の
方
向
北
東
一
〇
度
を
向
い
て
い
る
。
こ
の
遺

跡
は
一
七
世
紀
に
ホ
イ
ア
ン
が
商
業
港
と
し
て
繁
栄
し
て
い
た
当
時
、
日
本
の
貿
易
商
人
と
当
地
の
市
民
と
の
関
係
が
大
変
友
好
的
で
あ

っ
た
こ
と
の
証
で
あ
る
。」

　

墓
所
の
形
は
馬
蹄
形
で
あ
り
、
広
さ
は
一
〇
坪
ほ
ど
も
あ
る
（
写
真
⑩
）。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
装
飾
さ
れ
て
広
壮
に
み
え
る
が
、
墓
石
自

四
三　
（
六
五
四
）
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体
は
横
五
〇
セ
ン
チ
・
縦
八
〇
セ
ン
チ
ほ
ど
で
あ
り
、
碑
面
か
ら
は
以
下
の
よ
う
な
文
様
と
文
字
が
読
み
取
れ
る
（
写
真
⑪
）。

　
　
　
　
　
　
　
　

日
本　
　
　
　

丁
亥
年

　
　

家
紋　

顕
考　

彌
次
郎
兵
衛
谷
公
之
墓

　
　
　
　
　
　
　
　

平
戸　
　
　
　

孟
秋
立

　

碑
面
は
、
風
化
が
か
な
り
進
み
、
し
か
も
所
々
に
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
に
よ
る
弾
痕
も
あ
る
の
で
判
読
は
難
し
く
な
っ
て
い
る
。
家
紋
は
、

現
在
で
は
花
弁
が
四
枚
に
見
え
る
が
、
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
に
現
地
を
訪
れ
た
黒
板
勝
美
調
査
班
に
よ
っ
て
撮
影
さ
れ
た
写
真
に
よ

れ
ば
、
花
弁
は
五
枚
写
っ
て
い
る
か
ら
桔
梗
紋
で
あ
ろ
う
（
10
）。「
顕
考
」
と
い
う
の
は
、
亡
き
父
と
い
う
意
味
で
あ
る
。「
彌
次
郎
兵
衛
谷
公
」

と
記
さ
れ
、「
公
」
の
尊
称
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。「
丁
亥
年
」
と
い
う
の
は
正
保
四
年
（
一
六
四
七
）
に
相
当
す
る
。「
孟
秋
立
」
と
い
う

の
は
初
秋
に
建
て
た
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

　

以
上
の
考
証
か
ら
す
る
と
、
こ
の
墓
は
、
谷
弥
次
郎
兵
衛
と
呼
ば
れ
た
ホ
イ
ア
ン
に
ゆ
か
り
の
あ
る
上
層
の
日
本
人
の
も
の
で
あ
り
、

谷
氏
の
子
供
が
正
保
四
年
の
初
秋
に
建
て
た
こ
と
に
な
る
。

　

日
本
人
の
墓
で
あ
る
こ
と
が
明
白
な
も
の
と
し
て
、
も
う
一
基
あ
る
。
今
回
の
調
査
で
は
実
見
で
き
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
は
ホ
イ
ア
ン

の
北
方
二
キ
ロ
の
タ
ン
ア
ン
（T

han-A
n

）
村
に
あ
る
と
い
う
。
黒
板
調
査
班
の
撮
っ
た
写
真
に
よ
れ
ば
、
碑
面
に
は
次
の
よ
う
な
紋
様

と
漢
字
が
記
さ
れ
て
い
る
。
中
央
上
方
に
は
日
輪
の
紋
様　

そ
の
下
に
は
「
日
本
」
と
い
う
文
字
が
右
か
ら
左
に
刻
ま
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
そ
の
下
に
縦
書
で
「
考
文
賢
具
足
君
墓
」
と
あ
る
。
右
列
に
は
縦
書
に
「
己
巳
年
仲
秋
吉
立
」、
左
列
は
摩
滅
し
、
わ
ず
か
に
「
奉
祀
」

と
い
う
縦
書
の
文
字
が
読
め
る
。

四
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「
考
文
賢
具
足
君
墓
」
の
な
か
の
「
考
」
と
い
う
字
は
、「
ち
ち
」
と
読
む
場
合
が
あ
り
、亡
父
の
意
味
で
あ
る
。「
文
賢
」
は
字あ
ざ
な

で
あ
ろ
う
。

延
宝
年
間
（
一
六
七
三
〜
一
六
八
〇
）
に
ホ
イ
ア
ン
地
方
に
在
住
し
て
い
た
四
人
の
人
名
の
な
か
に
、
道
具
商
を
意
味
す
る
具
足
屋
次
兵
衛

の
名
前
が
あ
る
（
11
）。
確
証
は
な
い
が
、あ
る
い
は
、こ
の
人
物
の
墓
碑
と
も
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、墓
の
建
立
年
は
「
己
巳
年
仲
秋
吉
立
」

と
あ
る
の
で
、
こ
れ
は
己
巳
年
の
年
紀
か
ら
み
て
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
の
八
月
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
り
、
延
宝
年
間
に
生
き
て
い

た
人
物
の
墓
と
し
て
も
矛
盾
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

次
に
、
ホ
イ
ア
ン
の
街
並
み
に
つ
い
て
述
べ
て
み
よ
う
。
ホ
イ
ア
ン
の
街
の
目
ぼ
し
い
所
は
、
歩
い
て
回
る
こ
と
の
出
来
る
範
囲
に
散

在
し
て
い
る
。
街
路
で
は
、
西
端
が
日
本
橋
に
通
じ
、
ト
ゥ
ー
ボ
ン
川
に
並
行
し
て
走
っ
て
い
る
チ
ャ
ン
フ
ー
通
り
が
も
っ
と
も
古
く
、

い
わ
ば
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
の
位
置
づ
け
に
あ
る
。
チ
ャ
ン
フ
ー
通
り
に
は
、平
屋
と
二
階
家
の
入
り
混
じ
っ
た
建
物
が
街
路
の
両
側
に
、

透
間
な
く
、
文
字
通
り
櫛
比
し
て
立
ち
並
ん
で
い
る
（
写
真
⑫
）。
そ
れ
ぞ
れ
の
家
の
境
目
に
は
、
梲ウ
ダ
チが
上
が
っ
て
い
る
家
屋
が
目
に
付
く
。

　

家
屋
の
構
造
は
、
通
り
に
面
し
て
母
家
が
あ
り
奥
に
は
離
家
が
あ
る
（
12
）。
母
家
と
離
家
の
間
は
橋
棟
と
中
庭
で
つ
な
が
れ
て
い
る
。
天

井
は
木
組
み
が
ま
る
出
し
で
あ
り
、
天
井
を
葺
い
て
あ
る
家
は
見
か
け
な
か
っ
た
。
全
体
の
印
象
は
、
間
口
が
狭
く
奥
行
き
の
深
い
京
都

の
町
屋
の
構
造
に
よ
く
似
た
「
鰻
の
寝
床
」
形
式
の
細
長
い
建
て
方
で
あ
る
。
屋
根
は
丸
い
瓦
葺
で
あ
る
。
一
年
を
通
し
て
日
本
の
夏
の

よ
う
な
気
候
の
た
め
、
瓦
列
の
溝
の
部
分
に
は
、
大
き
目
の
苔
の
よ
う
な
植
物
が
生
え
て
い
る
。

　

梲
、
瓦
葺
の
鰻
の
寝
床
の
家
並
を
見
て
い
る
と
、
日
本
の
地
方
都
市
の
観
が
あ
り
、
ど
こ
か
懐
か
し
い
雰
囲
気
が
あ
る
。
た
だ
残
念
な

こ
と
に
、
陽
差
し
は
強
く
、
高
温
多
湿
の
た
め
、
体
力
の
消
耗
が
激
し
か
っ
た
の
で
、
街
歩
き
は
二
日
間
と
も
午
前
中
で
切
上
げ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
。
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二　

ホ
ー
チ
ミ
ン
の
日
系
工
場
と
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
社
会
の
課
題

　

二
月
二
八
日
は
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
（
旧
名
サ
イ
ゴ
ン
）
へ
の
移
動
日
で
あ
る
。
ガ
イ
ド
の
車
で
ダ
ナ
ン
空
港
ま
で
約
四
〇
分
の
行
程
で
あ

っ
た
。
ダ
ナ
ン
空
港
の
ロ
ビ
ー
は
、
節
電
の
た
め
か
電
光
が
少
な
く
、
昼
な
お
薄
暗
い
。
明
る
く
な
い
空
港
ロ
ビ
ー
は
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
の

タ
ン
ソ
ン
ニ
ャ
ッ
ト
国
際
空
港
（Tansonnhat International A
irport

）
で
も
同
じ
で
あ
っ
た
。
搭
乗
機
の
窓
か
ら
は
、
積
乱
雲
の
下
で
鈍

く
光
り
な
が
ら
黄
昏
て
い
く
メ
コ
ン
デ
ル
タ
が
見
え
た
。

　

翌
三
月
朔
日
は
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
の
市
内
見
学
で
あ
る
。
九
時
半
に
ガ
イ
ド
の
マ
イ
さ
ん
（M

ai

）
が
、
約
束
ど
お
り
に
ホ
テ
ル
へ
迎
え

に
来
て
く
れ
た
。
マ
イ
さ
ん
は
、
二
〇
歳
代
半
ば
で
、
日
本
語
を
勉
強
し
て
い
る
と
い
う
骨
格
の
細
い
品
の
あ
る
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
人
女
性
で

あ
る
。
市
内
で
の
移
動
は
、
す
べ
て
メ
ー
タ
ー
付
の
タ
ク
シ
ー
を
使
っ
て
の
ガ
イ
ド
で
あ
っ
た
。

　

最
初
に
戦
争
証
跡
博
物
館
へ
出
か
け
た
。
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
を
中
心
に
し
た
八
つ
の
展
示
室
が
あ
る
。
爆
弾
・
戦
車
・
飛
行
機
・
銃
器

類
な
ど
米
軍
の
使
用
し
た
兵
器
類
の
現
物
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
虐
殺
・
枯
葉
剤
・
拷
問
な
ど
の
残
酷
な
写
真
も
展
示
し
て
あ
る
が
、
米

軍
へ
の
直
接
的
な
怨
恨
や
非
難
の
表
現
は
見
当
た
ら
ず
、
マ
ネ
キ
ン
等
に
よ
る
ど
ぎ
つ
い
展
示
物
も
な
く
、
事
実
を
も
っ
て
語
ら
せ
る
方

針
が
貫
か
れ
て
い
る
。
全
体
に
抑
制
の
利
い
た
展
示
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
嫌
悪
感
は
な
く
、
無
言
の
う
ち
に
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
民
族
の
独
立

へ
込
め
た
粘
り
強
い
抵
抗
の
戦
を
強
く
印
象
付
け
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

昼
食
後
、
市
内
中
心
部
に
あ
る
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
時
代
の
一
八
九
一
年
に
建
て
ら
れ
た
中
央
郵
便
局
へ
出
か
け
た
。
内
部
は
、
中
央
に

大
き
な
高
い
天
井
の
ド
ー
ム
を
も
っ
て
い
る
の
で
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
舎
を
想
像
さ
せ
る
い
か
に
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
風
の
雰
囲
気
を
醸
し
出
し

て
い
る
建
物
で
あ
る
。
す
ぐ
隣
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂
と
並
ん
で
フ
ラ
ン
ス
統
治
時
代
の
名
残
を
伝
え
て
い
る
。

　

次
に
訪
れ
た
の
は
市
内
最
大
の
ベ
ン
タ
ン
市
場
（B

en T
hanh M

arket

）
で
あ
る
。
市
場
の
前
の
通
り
は
ロ
ー
タ
リ
ー
に
な
っ
て
い
て
、
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サ
イ
ゴ
ン
時
代
の
市
内
中
心
部
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
建
物
は
正
方
形
の
平
屋
で
あ
る
が
、
正
面
の
入
り
口
に
は
背
の
高
い
時
計
台

が
あ
り
、
何
よ
り
の
目
印
に
な
っ
て
い
る
。
市
場
内
の
通
路
に
は
、
食
品
・
衣
料
品
・
雑
貨
品
な
ど
の
小
売
店
が
文
字
通
り
螺
集
し
て
商

品
を
透
間
な
く
並
べ
立
て
、店
番
の
女
性
は
来
場
者
の
腕
や
肩
を
臆
す
る
こ
と
な
く
引
っ
張
り
、客
引
き
に
熱
心
で
あ
る（
写
真
⑬
）。
そ
の
、

売
ら
ん
か
な
の
姿
勢
に
は
、
社
会
主
義
国
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
感
覚
を
吹
き
飛
ば
し
て
し
ま
う
ほ
ど
の
熱
気
と
欲
望
が
剝
き
出
し
に
な
っ

て
い
る
。
帰
国
後
に
、
市
場
内
の
茶
店
で
買
っ
た
蓮
茶
を
淹
れ
て
み
た
ら
、
売
り
方
か
ら
は
想
像
で
き
な
い
本
物
の
味
が
し
た
こ
と
も
ま

た
事
実
で
あ
る
。

　

三
月
二
日
は
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
郊
外
の
工
業
団
地
に
進
出
し
て
い
る
タ
カ
コ
株
式
会
社
の
現
地
工
場
見
学
の
日
で
あ
る
。
京
都
の
京
田
辺

市
に
本
社
が
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
の
カ
ン
ザ
ス
州
と
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
に
工
場
を
持
つ
油
圧
ポ
ン
プ
や
自
動
車
部
品
を
製
作
す
る
タ
カ
コ
株
式
会

社
を
一
代
で
創
業
し
た
社
長
の
石い

し
ざ
き
よ
し
と
も

崎
義
公
さ
ん
は
、
滋
賀
県
信
楽
町
の
出
身
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
数
年
前
か
ら
知
遇
を
得
て
い
た
。

　

九
時
に
ホ
テ
ル
の
ロ
ビ
ー
で
通
訳
の
マ
イ
さ
ん
と
待
ち
合
わ
せ
、
工
場
差
し
回
し
の
車
に
乗
っ
て
出
発
し
た
。
タ
カ
コ
株
式
会
社

は
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
の
北
一
七
キ
ロ
に
隣
接
す
る
ビ
ン
ズ
ン
省
（B

inh D
oung P

rovince

）
の
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
工
業
団
地

（V
SIP:V

ietnam
 Singapore Industrial Park

）
内
に
二
つ
の
工
場
を
持
っ
て
い
る
。
車
は
、
バ
イ
ク
（
オ
ー
ト
バ
イ
）
の
洪
水
の
中
を
掻
き
分

け
る
よ
う
に
し
て
第
一
工
場
に
着
い
た
（
写
真
⑭
）。
出
迎
え
て
く
れ
た
の
は
、
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
端は
た

俊し
ゅ
ん
い
ち一
さ
ん
で
あ
る
。

先
ず
、
端
さ
ん
か
ら
第
一
工
場
と
第
二
工
場
に
関
す
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
受
け
、
両
工
場
に
関
す
る
以
下
の
よ
う
な
要
項
を
得
た
。

　
　

進
出
決
定　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
〇
〇
二
年　

　
　

タ
カ
コ　

ヴ
ェ
ト
ナ
ム
設
立　
　
　
　

二
〇
〇
三
年
二
月
一
四
日

　
　

第
一
工
場
操
業　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
〇
〇
四
年
四
月
一
七
日

　
　

第
二
工
場
操
業　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
〇
〇
八
年
九
月

四
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総
投
資
額　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
三
〇
〇
万
米
ド
ル

　
　

敷
地
面
積　

第
一
工
場　
　
　
　
　
　

二
ヘ
ク
タ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　

第
二
工
場　
　
　
　
　
　

二
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル　

　
　

建
物　
　
　

第
一
工
場　
　
　
　
　
　

一
万
三
五
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

　
　
　
　
　
　
　

第
二
工
場　
　
　
　
　
　

九
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

　
　

全
従
業
員　

日
本
人
（
管
理
・
技
術
）
九
人

　
　
　
　
　
　
　

ヴ
ェ
ト
ナ
ム
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

副
社
長　
　

一
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ス
タ
ッ
フ　

一
九
四
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ワ
ー
カ
ー　

五
一
三
人

　

渡
さ
れ
た
キ
ャ
ッ
プ
を
被
っ
て
、
第
一
工
場
と
第
二
工
場
の
見
学
に
出
か
け
た
。
工
場
は
、
昨
秋
以
来
の
世
界
不
況
の
影
響
の
た
め
、

半
分
く
ら
い
の
稼
働
状
況
で
あ
っ
た
が
、
各
部
門
の
作
業
場
内
に
は
、「
整
理
・
整
頓
・
清
潔
」
な
ど
の
標
語
が
貼
っ
て
あ
り
、
キ
チ
ン

と
整
頓
さ
れ
て
い
た
（
写
真
⑮
）。
工
場
内
で
行
き
交
う
工
員
は
、礼
儀
正
し
く
、笑
顔
で
挨
拶
し
て
く
れ
、好
感
が
持
て
た
。
第
一
工
場
は
、

Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
９
０
０
１
と
１
４
０
０
１
を
取
得
し
て
い
る
。
従
業
員
食
堂
も
完
備
し
て
い
た
。

　

昼
食
は
、
工
業
団
地
か
ら
至
近
距
離
に
あ
る
ゴ
ル
フ
場
の
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
で
摂
っ
た
。
食
後
の
座
談
の
な
か
で
、
端
さ
ん
か
ら
追
加
的

な
説
明
が
あ
っ
た
。
工
場
の
土
地
は
、
五
〇
年
間
の
賃
貸
で
あ
り
、
五
〇
年
間
の
賃
料
は
第
一
工
場
が
七
〇
万
米
ド
ル
、
第
二
工
場
は

一
一
〇
万
米
ド
ル
で
あ
る
こ
と
。
工
業
団
地
内
の
企
業
は
約
二
五
〇
社
あ
り
、
そ
の
う
ち
四
分
の
一
が
日
本
企
業
で
あ
る
こ
と
。
工
場
の

ヴ
ェ
ト
ナ
ム
人
は
、
ス
タ
ッ
フ
と
ワ
ー
カ
ー
（
労
働
者
）
に
分
か
れ
て
い
る
が
、
ス
タ
ッ
フ
は
短
大
卒
以
上
、
ワ
ー
カ
ー
は
高
卒
で
あ
り
、

四
八　
（
六
四
九
）



ヴ
ェ
ト
ナ
ム
紀
行
（
末
永
國
紀
）

ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
学
歴
社
会
を
反
映
し
て
い
る
こ
と
。
ワ
ー
カ
ー
の
年
齢
は
平
均
二
三
・
五
歳
で
あ
り
、
手
取
り
月
給
は
約
八
〇
米
ド
ル
で

あ
る
こ
と
。
従
業
員
宿
舎
は
な
く
、
各
人
が
バ
イ
ク
や
自
転
車
で
通
勤
し
て
い
る
こ
と
。
工
場
は
三
交
代
勤
務
の
二
四
時
間
操
業
に
よ
っ

て
大
量
生
産
が
可
能
で
あ
る
こ
と
。

　

帰
国
後
に
聞
い
た
石
崎
さ
ん
の
話
に
よ
れ
ば
、
タ
カ
コ
株
式
会
社
の
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
工
場
の
従
業
員
定
着
が
良
い
理
由
と
し
て
、
次
の
よ

う
な
要
因
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。
工
業
団
地
へ
の
進
出
が
未
だ
一
〇
社
位
し
か
な
い
段
階
で
の
早
期
の
進
出
で
あ
っ
た
た
め
に
比
較
的
良

質
の
労
働
者
を
雇
用
で
き
た
こ
と
。
従
業
員
福
祉
の
一
環
と
し
て
、
工
場
内
に
レ
ス
ト
ラ
ン
の
よ
う
な
従
業
員
食
堂
を
設
け
、
昼
食
を
全

額
会
社
負
担
で
提
供
し
て
い
る
こ
と
。
日
本
へ
の
九
〇
日
間
の
研
修
制
度
が
あ
り
、
航
空
運
賃
と
滞
在
費
は
会
社
側
負
担
で
あ
り
、
す
で

に
三
〇
〇
人
余
の
研
修
実
績
が
あ
る
こ
と
。
能
力
の
あ
る
ワ
ー
カ
ー
に
は
ス
タ
ッ
フ
へ
の
昇
進
の
途
を
設
け
て
い
る
こ
と
。
こ
れ
ら
の
こ

と
が
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
な
っ
て
、
良
質
の
労
働
力
を
確
保
で
き
、
離
職
率
も
低
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

石
崎
さ
ん
の
現
地
工
場
の
経
営
方
針
は
、
近
江
商
人
の
「
三
方
よ
し
」
の
経
営
理
念
に
叶
っ
て
い
る
。
売
り
手
よ
し
、
買
い
手
よ
し
、

世
間
よ
し
、
の
「
三
方
よ
し
」
に
お
い
て
、
売
り
手
よ
し
が
最
初
に
来
る
の
は
、
先
ず
従
業
員
の
幸
せ
な
働
く
環
境
が
あ
っ
て
、
勤
労
意

欲
が
湧
き
、
買
い
手
よ
し
の
た
め
の
顧
客
満
足
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
や
自
発
的
な
工
夫
が
な
さ
れ
、
結
果
と
し
て
世
間
よ
し
に
つ
な
が
る
こ

と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　

工
場
見
学
の
後
、
ホ
テ
ル
へ
戻
っ
て
休
憩
し
、
深
夜
発
の
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
航
空
九
四
〇
便
で
三
月
三
日
早
朝
に
関
西
国
際
空
港
に
帰
着
し

た
。
フ
ラ
イ
ト
の
七
時
間
は
、
今
回
の
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
紀
行
の
感
想
を
要
約
す
る
に
は
恰
好
の
機
会
で
あ
っ
た
。

　

日
本
企
業
が
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
へ
進
出
す
る
背
景
と
し
て
、
一
般
に
次
の
よ
う
な
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
低
賃
金
国
で
あ
る
こ
と
。
祝

祭
日
が
年
間
九
日
と
少
な
い
こ
と
。
民
族
紛
争
や
宗
教
的
な
対
立
が
な
い
こ
と
。
人
口
構
成
が
若
い
こ
と
。
ビ
ン
ズ
ン
省
の
工
業
団
地
内

の
企
業
へ
は
優
遇
税
制
が
あ
る
こ
と
。
工
業
団
地
の
電
力
供
給
・
通
信
設
備
・
上
下
水
道
設
備
・
道
路
な
ど
の
社
会
資
本
設
備
が
充
実
し

四
九　
（
六
四
八
）
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て
い
る
こ
と
。
対
日
感
情
が
良
好
な
こ
と
。
社
会
主
義
に
よ
る
一
党
独
裁
国
な
が
ら
、
安
定
し
た
政
権
の
ド
イ
モ
イ
政
策
に
よ
る
経
済
発

展
政
策
が
採
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

　

ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
が
終
結
し
て
三
五
年
が
経
過
し
た
。
投
資
対
象
適
合
国
と
し
て
、
外
国
企
業
の
進
出
も
著
し
い
近
年
の
ヴ
ェ
ト
ナ
ム

で
あ
る
が
、
交
通
網
の
整
備
や
汚
職
の
蔓
延
、
国
内
経
済
な
ど
に
課
題
も
抱
え
て
い
る
。

　

ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
近
年
の
経
済
成
長
率
は
七
〜
八
％
と
、
中
国
に
匹
敵
す
る
高
さ
で
あ
る
。
こ
の
勢
い
が
持
続
さ
れ
れ
ば
、
国
富
も
増
大

す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
何
よ
り
若
者
の
姿
が
多
く
、
そ
の
若
者
に
活
気
が
あ
り
、
社
会
に
活
力
を
与
え
て
い
る
。
都
市
に
お
け
る
現
在
の

バ
イ
ク
の
洪
水
は
、
少
し
以
前
で
あ
れ
ば
自
転
車
の
洪
水
で
あ
っ
た
ろ
う
し
、
い
ず
れ
自
動
車
に
よ
る
交
通
渋
滞
の
到
来
も
予
見
さ
れ
る
。

　

し
か
し
、
急
速
な
経
済
発
展
は
、
社
会
に
格
差
や
歪
み
な
ど
の
跛
行
性
を
も
た
ら
す
こ
と
を
避
け
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
あ
た
か
も
湧

き
出
し
て
く
る
感
の
あ
る
バ
イ
ク
の
洪
水
、
曲
芸
の
よ
う
な
運
転
、
平
気
で
鳴
ら
す
警
笛
に
よ
る
喧
騒
。
こ
れ
ら
は
、
工
業
団
地
な
ど
の

特
区
を
除
い
た
社
会
資
本
の
遅
れ
と
い
う
交
通
事
情
が
も
た
ら
し
た
も
の
で
あ
る
。
鉄
道
・
電
車
・
地
下
鉄
・
バ
ス
路
線
網
や
道
路
の
整

備
が
遅
れ
て
い
る
た
め
、
人
々
は
そ
れ
ぞ
れ
の
用
事
を
抱
え
て
、
勝
手
気
ま
ま
に
思
い
思
い
の
方
向
へ
バ
イ
ク
を
走
ら
せ
る
こ
と
に
な
る

の
で
あ
ろ
う
（
写
真
⑯
）。
そ
の
結
果
と
し
て
、
旅
行
者
に
よ
る
道
路
横
断
は
、
ス
ト
レ
ス
の
多
い
極
め
て
危
険
な
も
の
と
な
る
。
明
治
政

府
が
社
会
資
本
の
整
備
の
た
め
に
、
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
に
お
雇
い
外
国
人
の
エ
ド
ワ
ン
ド
・
モ
レ
ル
の
建
言
に
し
た
が
っ
て
真
っ

先
に
工
部
省
を
設
置
し
た
こ
と
は
、
明
治
政
府
の
英
断
で
あ
っ
た
こ
と
を
改
め
て
想
起
さ
せ
た
。

　

ヴ
ェ
ト
ナ
ム
共
産
党
と
い
う
一
党
独
裁
体
制
の
下
で
の
経
済
建
設
は
、
迅
速
な
政
策
決
定
と
い
う
意
味
で
は
有
利
で
あ
ろ
う
が
、
同
時

に
役
人
の
汚
職
と
腐
敗
を
も
た
ら
す
結
果
に
も
な
っ
て
い
る
。
ホ
イ
ア
ン
の
二
〇
歳
代
前
半
の
若
い
男
性
ガ
イ
ド
は
、「
役
人
や
警
察
官

の
給
料
は
低
い
が
、
彼
ら
は
お
金
持
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
賄
賂
を
取
る
か
ら
」
と
自
嘲
気
味
に
語
っ
た
も
の
で
あ
る
。
国
家
建
設
期
の
ほ

と
ん
ど
の
途
上
国
に
お
い
て
、
日
常
的
に
こ
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
は
悲
劇
で
あ
り
、
そ
の
克
服
は
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
帰
国
の
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際
に
垣
間
見
た
、
タ
ン
ソ
ン
ニ
ャ
ッ
ト
国
際
空
港
の
若
い
税
関
職
員
の
稀
に
見
る
横
柄
な
対
応
を
思
い
出
す
に
つ
け
て
も
、
汚
職
に
つ
い

て
の
途
上
国
社
会
の
宿
痾
の
深
刻
さ
を
察
し
得
る
。

　

次
に
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
通
貨
流
通
に
つ
い
て
い
え
ば
、
通
常
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
ド
ン
と
米
ド
ル
の
両
方
が
通
用
す
る
。
旅
行
者
の
買
物
は
、

タ
ク
シ
ー
を
除
い
て
ほ
と
ん
ど
米
ド
ル
で
可
能
で
あ
る
。
実
際
、
一
週
間
の
滞
在
中
に
使
用
し
た
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
ド
ン
は
、
入
国
の
際
に
空

港
で
日
本
円
一
万
円
を
両
替
し
た
一
八
七
万
六
〇
〇
〇
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
ド
ン
で
十
分
で
あ
っ
た
。
小
さ
な
土
産
店
で
も
、
旅
行
者
に
対
す
る

勘
定
は
、
旅
行
者
側
が
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
ド
ン
で
の
支
払
い
を
申
し
出
な
い
限
り
、
基
本
的
に
米
ド
ル
で
請
求
さ
れ
る
。
外
国
通
貨
の
流
通
と

い
う
国
家
主
権
に
関
わ
る
問
題
に
目
を
つ
ぶ
っ
て
で
も
、
国
を
挙
げ
て
外
貨
を
稼
ご
う
と
し
て
い
る
様
子
が
窺
わ
れ
る
。

　

ホ
ー
チ
ミ
ン
は
目
下
、
不
動
産
バ
ブ
ル
の
最
中
で
あ
る
。
端
さ
ん
や
ガ
イ
ド
の
マ
イ
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
居
住
の
た
め
で
な
く
転
売
目
的

で
取
引
さ
れ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
価
格
は
、
日
本
の
価
格
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
く
ら
い
騰
貴
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
た
と
え

ば
、
一
Ｄ
Ｋ
マ
ン
シ
ョ
ン
の
価
格
は
三
〇
万
米
ド
ル
と
い
う
。
経
済
発
展
の
負
の
局
面
を
示
す
現
象
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

豊
か
な
生
活
を
求
め
て
、
沸
騰
し
て
い
る
よ
う
な
観
の
あ
る
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
社
会
に
は
活
力
が
あ
り
、
こ
と
に
日
本
語
を
第
一
外
国
語
と
す

る
学
生
が
増
え
て
い
る
こ
と
に
見
ら
れ
る
対
日
感
情
の
良
さ
は
、
特
筆
に
価
す
る
。
そ
の
意
味
で
二
〇
〇
九
年
、
同
志
社
大
学
経
済
学
部

が
ハ
ノ
イ
の
ハ
ノ
イ
国
民
経
済
大
学
（N

ational E
conom

ics U
niversity, H

anoi

）
の
都
市
・
環
境
経
済
学
部
お
よ
び
法
律
学
部
と
学
術
交
流

に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
た
こ
と
は
、
日
越
交
流
の
一
環
と
し
て
も
時
宜
を
得
た
草
の
根
の
企
画
で
あ
る
と
感
じ
た
。

註（
１
）
滋
賀
県
経
済
協
会
『
近
江
商
人
事
績
写
真
帖
』
下
巻
、
一
九
三
〇
年
、
第
一
図
。

（
２
）
川
島
元
治
郎
『
朱
印
船
貿
易
史
』
内
外
出
版
株
式
会
社
、
一
九
二
一
年
、
四
三
九
‐
四
四
二
頁
。
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（
３
）
三
重
県
伊
勢
市
の
神
宮
徴
古
館
所
蔵
。

（
４
）
川
島
、
前
掲
書
、
四
六
三
‐
四
六
四
頁
。

（
５
）
黒
板
勝
美
先
生
生
誕
百
年
記
念
会
編
『
黒
板
勝
美
先
生
遺
文
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
四
年
、
一
七
八
頁
。

（
６
）
同
書
、
一
六
七
‐
一
七
一
頁
。

（
７
）
岩
生
成
一
『
朱
印
船
貿
易
史
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
五
年
、
三
四
七
頁
。

（
８
）
前
掲
『
黒
板
勝
美
先
生
遺
文
』
は
一
六
三
頁
で
、「
日
本
町
、両
輪
三
丁
餘
」
と
記
し
て
い
る
が
、「
両
輪
」
で
は
な
く
、「
両
端
」
で
あ
る
。
誤
記
も
し
く
は
校
正
ミ
ス
で
あ
ろ
う
。

（
９
）
前
掲
『
黒
板
勝
美
先
生
遺
文
』
一
七
五
頁
。

（
10
）
同
書
、
一
八
二
頁
。

（
11
）
同
書
、
一
七
五
頁
。

（
12 
）
ホ
イ
ア
ン
の
町
家
に
つ
い
て
は
、
山
田
幸
正
「
伝
統
的
町
家
の
建
築
類
型
に
関
す
る
一
考
察
」（『
昭
和
女
子
大
学
国
際
文
化
研
究
所
紀
要
』
Ｖ
ｏ
ｌ
．
１
、一
九
九
四
年
）

を
参
照
。

　

本
稿
は
、
平
成
二
〇
年
度
私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金
特
別
補
助
高
度
化
推
進
特
別
経
費
大
学
院
重
点
特
別
経
費
（
研
究
科
分
）
に
よ
る
研
究
成
果
の

一
部
で
あ
る
。

（
す
え
な
が　

く
に
と
し
・
同
志
社
大
学
経
済
学
部
）
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写真①　現在のホイアンのトゥーボン川河岸

写真②　日牟礼八幡宮の西村太郎右衛門奉納の船絵馬
（平凡社別冊太陽『豪商百人』1976年）

五
三　
（
六
四
四
）



第
六
十
一
巻  

第
三
号

写真③　角屋七郎兵衛の署名（神宮徴古館農業館所蔵、角屋七郎兵衛文書）

写真④　「松本寺」の扁額（桜井祐吉『安南貿易家角屋七郎兵衛』1929年）
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写真⑤　「松本寺」の図（桜井祐吉『安南貿易家角屋七郎兵衛』1929年）

写真⑥　「松本寺」の位置を示す史料（神宮徴古館農業館所蔵『安南記』）
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写真⑦　ホイアンの「日本橋」

写真⑧　『茶屋新六交趾国貿易渡海図』
（昭和女子大学国際文化研究所編『HOIAN』2000年）
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写真⑨　谷弥次郎兵衛の墓への途

写真⑩　谷弥次郎兵衛の墓所全体
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写真⑪　谷弥次郎兵衛の墓碑銘

写真⑫　ホイアンの町並み
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写真⑬　ベンタン市場

写真⑭　タカコ㈱の第一工場
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写真⑮　タカコ㈱の工場内光景

写真⑯　ホーチミンの交通状況
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Abstract

Kunitoshi SUYENAGA, Travels in Vietnam

　　Japanese merchants were engaged in international trade between Japan 

and Southeast Asia from the end of the 16th century to the beginning of the 

17th century. These merchants were given permission to go abroad by the then 

Japanese governments. They also built Japan-towns in the Southeast Asian 

countries they visited including the Philippines, Thailand, Vietnam, etc. 

　　This paper aims to (1) examine the remains of these merchants in Hoian, 

(2) report the current situation of the Japanese companies in the industrial park 

of Ho Chi Minh City, and (3) examine the present social issues facing Vietnam.
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